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   ≪ 第 2222回 例会記録   2007年 9月 13日 ≫     

 ■ 会 長 談 話     松井 一郎 会長                      
 秋雨前線の影響で毎日ぐずついた天気が

続いています。朝夕は秋らしくなりました。 

過日、地区インターアクト合同会議に参加

して参りました。前年度委員長の渡邊さんに

は、インターアクトの生徒を韓国新天安の国

際研修に連れて行くなど、大変大きな仕事し

て頂きました。ご苦労様でした。 

会議の前段に、第 47次日本南極地区観測隊、電離層定常観

測（昭和基地内郵便局長）安藤嘉章氏による、テーマ「南極

から見た地球環境」の講演を聞きました。南極は地球の目と

言われ、地球環境を見るのに非常に分かりやすいそうです。

現在ＣＯ２の削減、地球温暖化の問題が話題ですが、地球のオ

ゾン層が出来るまでには、20 億年の歳月がかかったものを、

人類は近年 20年位で、オゾン層を破壊しているのが現状だそ

うです。南極は、日本の 36倍、1月が夏で、4～12月は、一

日中太陽が出ている白夜、6～7月は極夜、夏の隊員は 23名、

冬は 36名の隊員で過ごすそうです。南極の生活は滅入ること

や、寂しい思いをするときが多いようですが、隊員は一致団

結し、色々と工夫をして、その苦難を乗り越えているそうで

す。また、隊員には、ロータリークラブと同じように、規健、

礼儀、礼節、人を思いやる心、奉仕の精神、等そう言うもの

が求められるそうです。いい加減な人ではこの厳しい環境に

耐えられません。昨日の安倍総理の突然の辞任には、皆さん

も驚いたと思います。闘う政治家として、戦後レジームの脱

却、美しい国づくりと、戦後生まれの私と同世代の政治家が

登場し期待しましたが、残念ながら一年間政権を維持するこ

とが出来ませんでした。人は出処進退が大切で、その処し方

次第で、次回また再登板出来ます。早く元気になってまた、

政界で活躍して欲しいものです。 

難局（なんきょく）に負けるな！ 
本日のゲストは、俳優の川地民夫様です。「芸能生活 50年」

と言うテーマでお話を頂きます。一口に 50年と言っても半世

紀、人生の浮き沈み、紆余曲折、色々あろうと思います。芸

能界の裏表や、デビュー当時のお話、石原裕次郎とのエピソ

ード等、楽しいお話が聞けると思います。川地さんは、最近

歌手デビューをされ、「東京みなと」というＣＤを出されまし

た。有線放送では、常に上位にランクされているそうです。

それでは、宜しくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 会員数 49名（出席免除７名） 出席数 23名 出席率54.76％ 前回修正出席率61.90％

ゲスト 川地民夫氏 

メークアップ 岩瀬君、臼井君、松井君、市川君 

本日の進行（12:30）

B.S、G.S、J.C 

｢新世代からの報告｣ 

―次回のお知らせ― 

9月27日(木)(18:30)

「公式訪問リハーサル」 

大島正義ガバナー補佐 

ロータリーの友９月号掲載の「四つのテスト」（P.24）を参考に、わか

り易いように試みに意訳してみました。商売、サービス、製作、施工

に取り掛かる前に「四つのテスト」をしましょう。 

１、偽りや手抜きはありませんか。 

２、使用人、部下、顧客、取引先、依頼者に対して不当な差別はありませんか。

３、使用人、部下、顧客、取引先、依頼者に対して懇切丁寧に接しようとして

いますか。 

４、利益は互いに共有しようとしていますか。     （坂井 記） 

あなたの座右の銘を教えて！！ 

10/18職業奉仕フォーラムで、会員全員の 

座右の銘を発表しあおうと企画をしました。 

「座右の銘」「好きな言葉」｢印象に残った 

言葉」etc･･を気楽な気持ちでお書き下さい。 

10/4例会までに提出をお願いします。 

紙面、FAX又は E-mail で。 

（職業奉仕委員会） 



 ■ 卓話     「 芸 能 生 活 ５ ０ 年 」   川地 民夫 氏  
私は 1938 年（昭和 13 年）横
須賀で生まれ、3ヵ月後に逗子に
移りました。昭和 20年、終戦と
同時に石原兄弟が小樽から隣に

越して来ました。以来付き合いが

始まりました。 
私の父は横須賀海軍病院の薬

局長・事務長をしていて終戦後も

病院関係に勤務していた関係で米軍から食料が送られ

て来て、世の中は食料不足でしたが、食べ物に困ったこ

とはありませんでした。それは隣家にもお裾分けとして

渡りました。慎太郎氏が芥川賞を取ってからは、疎遠に

なりましたが。 
私は逗子開成から関東学院大学の工学部に入学し、ダ

ム・橋を作る仕事を、と思っていましたが、俳優になっ

ていた裕次郎からの誘いで昭和33年1月、日活に入社、
「陽のあたる坂道」の主人公役の裕次郎の、異母兄弟の

役で初めて映画に出ました。この「民夫」の役は私にぴ

ったりだと、田坂監督と撮影所長に気に入られ役者名は

「川地民夫」と付けられました。本名は河地猛といいま

す。その年「風速 40メートル」「知と愛の出発」など次々
に 10 本の映画に出ました。大学を続けるという約束は
果たされずに卒業はしませんでした。 
当時俳優という職業は、体力勝負、怪我は自前で、撮

影中ダイナマイトで片足をなくす様な事故があっても、

保障はわずかという状態であったので、改善しようとア

メリカのユニオンから資料を取り寄せ勉強を始めたと

ころ、半年以上干されました。日本には俳優クラブはあ

っても、今でもユニオンはありません。 
そんなことがあって役者をやめようと思った時、師匠

の宇野重吉さんから「映画の中のたった一言のセリフで

も必要だからあるんだよ、小さな役からでもやりなおし

たらどうか」と言われ、劇団民芸の聴講生となり一年以

上勉強しました。役者になって初めて発声とか色々教わ

りました。役者とはこういうことも勉強しなければいけ

ないと気がついたわけですが、この勉強が身についてい

るので役者を 50年やってこられたのだと思います。 
11 年目に「日活ポルノ」になったことがきっかけで
フリーになり石原プロに入りましたが意に沿わず、三船

プロにも入りましたが、結局辞めて自分でプロダクショ

ンを作りやっていました。そんな時ミヤコ蝶々さんに拾

われ、相手役として 15年間関西で舞台に出ていました。 
昭和 59年、結婚 10年目に妻（宝塚歌劇団『ベルサイ
ユのばら』初演時のアンドレ役をつとめた、麻生薫さん）

が癌を発病しました。私は仕事を辞め、慶応病院に入院

した妻の看病に財産のすべてをつぎ込んでつくしまし

たが、4年後に亡くなりました。 
その翌年、自分も脊髄を損傷し、車椅子でリハビリの

生活が一年続きましたが東京に居るのが嫌になり、お袋

と二人で逗子に帰ってきました。その時は鈴木安之さん

や同級生が優しく迎えてくれ、住む家を探してくれまし

た。僕が経験した中で一番うれしかった事です。以来リ

ハビリをし、元気になって、今ではゴルフも出来るよう

になりました。この年になっても付き合える友達は大事

です。皆さん、友達は大事にして下さい。 
日活時代に映画の中で歌いレコードも出しましたが、

「川地民夫」の名のレコードにはなりませんでした。 
昨年 9月、68歳でキングレコードから「東京みな
と」という CD を出し、新人歌手としてがんばって
います。どうぞよろしくお願いします。（俳優）

 
 ■ ニコニコBOX   （４４．９８４円）                       
松井君、山口君、船津君、渡邊君、坂井君、山本(由)君
…川地民夫様、スピーチよろしくお願いします。 

矢部(光)君、山本(三)さん…川地民夫様、スピーチ楽し
みです。 

長野(芳)君、山科君…川地さんをお迎えして。 
鈴木(安)君…私の友人川地君、ようこそ。 
白沢君…川地さんようこそ。スピーチよろしく。 
桐ケ谷君…川地さん、ようこそ。 
篤 君…川地さんにお会いしたいと思っておりました。 
橘(武)君…川地さんようこそ。裕次郎さんとの思い出な
ど、タップリと。 

岩瀬君…川地さんようこそ。やっと涼しくなりました。 
三宅君…妻の誕生日＆結婚記念日祝有難うございます。 
安藤君…マニラより帰ってきました。バースデーのお祝

有難うございます。 
臼井君…遅れました。 
桐田君…パットが入らず、さんざんでした。 
毛利君…暑さを、やっと乗り切りました。 
ニコニコBOX本日合計  ￥    ４４．９８４ 
        累計   ￥   ５７６．６８４ 
ご協力ありがとうございました。 

 
 
 
 
 

≪編集だより≫  ▼川地民夫氏のスピーチは、普通の世界と違う芸能界にあって、一貫してご自身の人生観
を貫き通した俳優人生のお話でした。飾り気のないお話に思わず引き込まれてしまいました。その後の質問には、

軽妙洒脱なお答えで爆笑を誘うなど、華やかな世界とは違った誠実なお人柄がしのばれ、和やかな時間が過ぎま

した。今また、ポピュラー音楽の世界に挑戦され「東京みなと」の題でCDを出されたとのこと、益々の御活躍

をお祈りします。                        クラブ会報委員長   坂井 宰   


